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【公表番号】特表2019-515734(P2019-515734A)
【公表日】令和1年6月13日(2019.6.13)
【年通号数】公開・登録公報2019-022
【出願番号】特願2018-555226(P2018-555226)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/1455   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/1455   　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月20日(2020.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オキシメータ装置用のプローブカバーであって、
　前記プローブカバーの第１の部分を含み、前記第１の部分は第１の開放端と前記第１の
開放端と反対側の第１の封閉端とを含み、前記第１の封閉端は表示パネルを含み、前記プ
ローブカバーはさらに、
　前記プローブカバーの第２の部分を含み、前記第２の部分は第２の開放端と前記第２の
開放端と反対側の第２の封閉端とを含み、前記第２の封閉端は光センサパネルを含み、前
記第２の開放端への前記第１の開放端の連結がオキシメータ装置のための封止されたプロ
ーブカバー封包物を構成し、
　前記光センサパネルは透明であり、約２５０μｍ未満の厚さを有し、
　前記封止されたプローブカバー封包物において、前記オキシメータ装置の表示が前記プ
ローブカバーの前記表示パネルを通して視認されるとき、前記オキシメータ装置のプロー
ブ先端によって出射された光が前記プローブカバーの前記光センサパネルを通して出射さ
れ、前記オキシメータ装置で受光された光が前記プローブカバーの前記光センサパネルを
通して出射され、
　前記封止されたプローブカバー封包物は、前記封包物の外側からの汚染物質が前記封包
物の内側に含まれる前記オキシメータ装置に接触することを防止し、
　前記プローブカバーの前記第２の部分は前記第２の封閉端に防護壁を含み、前記防護壁
は前記光センサパネルに連結され、前記防護壁は測定される組織上の汚染物質が前記封包
物の内部に含まれる前記オキシメータ装置に接触することを防止する、プローブカバー。
【請求項２】
　前記光センサパネルは、オキシメータの測定に減衰影響を与えず、約６５０ｎｍ～約９
００ｎｍの波長範囲の光を透過させる、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項３】
　前記光センサパネルは、約１５０μｍ未満の厚さを含む、請求項１に記載のプローブカ
バー。
【請求項４】
　前記光センサパネルは、約１００μｍ未満の厚さを含む、請求項１に記載のプローブカ
バー。
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【請求項５】
　前記光センサパネルは、約５０μｍ未満の厚さを含む、請求項１に記載のプローブカバ
ー。
【請求項６】
　前記光センサパネルの厚さは、均一である、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項７】
　前記光センサパネルの第１面は前記オキシメータ装置のプローブ先端のセンサの表面と
一致し、前記第１面は前記プローブ先端の前記センサと隙間なく同一平面となるように構
成される、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項８】
　前記プローブカバーは、ポリカーボネートを含む、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項９】
　前記プローブカバーは、剛性ポリマーを含む、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項１０】
　前記光センサパネルは、ポリカーボネートを含む、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項１１】
　前記プローブカバーの前記第２の部分は、剛性ポリマーを含み、
　前記光センサパネルは、前記剛性ポリマーに比べて可撓性ポリマーを含む、請求項１に
記載のプローブカバー。
【請求項１２】
　前記プローブカバーの前記第２の部分は、可撓性ポリマーを含み、
　前記光センサパネルは、前記可撓性ポリマーに比べて剛性ポリマーを含む、請求項１に
記載のプローブカバー。
【請求項１３】
　キットであって、
　オキシメータプローブを含み、
　前記オキシメータプローブは、
　本体部を含み、
　前記本体部は、第１側面および第２側面によって連結された前方側面および後方側面を
含む矩形の管状部と、先端部とを含み、
　前記先端部は、
　　前記前方側面に連結された第１指載置面を含み、前記第１指載置面は、前記前方側面
に対して第１転回方向に沿って第１角度で延在する凸面であり、
　　前記第１指載置面に連結された前方先端面を含み、前記前方先端面は、前記第１指載
置面に対して第２転回方向に沿って第２角度で延在し、
　　前記前方先端面に連結された底面を含み、前記底面は、前記第１指載置面に対して前
記第２転回方向に沿って第３角度で延在し、前記底面は、前記装置のセンサヘッドを保持
するための開口を含み、
　　前記後方側面に連結された第２指載置面を含み、前記第２指載置面は、前記後方側面
に対して前記第１転回方向に沿って第４角度で延在する凹面であり、
　　前記第２指載置面と前記底面との間に連結された後方先端面を含み、前記後方先端面
は、前記第２指載置面に対して前記第１転回方向に沿って第５の角度で延在する凸面であ
り、
　前記キットは、
　前記オキシメータプローブの１つ以上の部分の形状と一致するプローブカバーを含み、
　前記プローブカバーは、
　　前記オキシメータ装置のプローブ先端を前記プローブカバー内に挿入するための開放
端を含み、前記プローブ先端は、光センサを含み、前記プローブ先端は、前記プローブカ
バーに完全に挿入され、
　　光インターフェイス部を含み、前記光インターフェイス部は、プローブ先端を前記プ
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ローブカバーに挿入したときに、前記オキシメータ装置の前記光センサまたは前記プロー
ブ先端に対して位置決めされるように配置され、
　　前記光インターフェイス部に連結された防護壁を含み、前記防護壁は、前記オキシメ
ータ装置によって測定される組織上の汚染物質が前記プローブ先端に接触することを防止
すると共に、前記光センサによって出射された光エネルギーが前記プローブカバーの前記
光インターフェイス部を通って前記組織に入り、前記組織によって反射された光エネルギ
ーが前記プローブカバーの前記光インターフェイス部を通って前記光センサに入ることを
可能にするものであり、前記光インターフェイス部は、約２５０μｍ未満の厚さを有する
、キット。
【請求項１４】
　前記光インターフェイス部の第１屈折率と前記光センサの第２屈折率との差は、５０％
未満である、請求項１３に記載のキット。
【請求項１５】
　前記光インターフェイス部は、第１面と第２面との間に設けられ、前記第１面は、前記
光センサに対して位置決めされるように配置され、前記第２面は、前記組織に対して位置
決めされるように配置され、前記第１面と前記第２面とは、互いに平行である、請求項１
３に記載のキット。
【請求項１６】
　方法であって、
　スリーブを形成するステップを含み、
　前記スリーブを形成するステップは、
　前記オキシメータ装置のプローブ先端を前記プローブカバーに挿入可能な前記スリーブ
の開放端を形成するステップを含み、前記プローブ先端は、光センサを含み、前記光セン
サはセンサ材料を含み、
　第１の剛性を有する光インターフェイス材料を含む光インターフェイス部を形成するス
テップを含み、前記光インターフェイス部は、前記光インターフェイス材料の円盤形状を
含むとともに、前記プローブ先端を前記プローブカバーに挿入したときに、前記オキシメ
ータ装置の前記光センサまたは前記プローブ先端に対して位置決めされるように配置され
、
　前記光インターフェイス部に連結された防護壁を形成するステップを含み、前記防護壁
は前記第１の剛性よりも小さい第２の剛性を有する防護壁材料を含み、前記防護壁は前記
オキシメータ装置によって測定される組織上の汚染物質が前記プローブ先端に接触するこ
とを防止すると共に、前記光センサによって出射された光エネルギーが前記プローブの前
記光インターフェイス部を通って前記組織に入り、前記組織によって反射された光エネル
ギーが前記プローブカバーの光インターフェイス部を通って前記光センサに入ることを可
能にするものであり、
　約２５０μｍ未満の厚さを有する前記光インターフェイス部を形成するステップと、
　前記光インターフェイス部の前記第２の材料の第１屈折率と前記光センサの前記第２の
材料の第２屈折率との差を５０％未満にするステップと、
　第１面と第２面との間に前記光インターフェイス部を形成するステップとを含み、前記
第１面は、前記光センサに対して位置決めされるように配置されるように構成され、前記
第２面は、前記組織に対して位置決めされるように配置されるように構成され、
　前記第１面と前記第２面とを互いに平行であるように形成するステップを含む、方法。
【請求項１７】
　実質的に減衰することなく、約６５０ｎｍ～約９００ｎｍの波長範囲の光を透過させる
ように前記光インターフェイス部を形成するステップをさらに含む、請求項１６に記載の
方法。
【請求項１８】
　前記光インターフェイス部は、約１５０μｍ未満の厚さを含む、請求項１６に記載の方
法。
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【請求項１９】
　前記光インターフェイス部の厚さを均一な厚さに形成するステップを含む、請求項１６
に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１面は前記光センサの表面と一致し、前記第１面は前記光センサと隙間なく同一
平面となるように構成される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記光センサパネルは、円盤形状を含む、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項２２】
　前記プローブカバーの前記第２の部分は、前記封包物の内部に含まれる前記オキシメー
タ装置の１つ以上の部分の形状と一致する、請求項２１に記載のプローブカバー。
【請求項２３】
　前記光センサパネルの第１屈折率と前記オキシメータ装置のプローブ先端のセンサの第
２屈折率との差は、５０％未満である、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項２４】
　前記プローブカバーの前記第２の開放端への前記第１の開放端の連結は流体封止によっ
て行われる、請求項１に記載のプローブカバー。
【請求項２５】
　前記プローブカバーの前記光センサパネルは、剛性の円盤形状を含む、請求項２４に記
載のプローブカバー。
【請求項２６】
　前記光インターフェイス部は、オキシメータの測定に減衰影響を与えず、約６５０ｎｍ
～約９００ｎｍの波長範囲の光を透過させる、請求項１３に記載のキット。
【請求項２７】
　前記光インターフェイス部は、約１５０μｍ未満の厚さを含む、請求項１３に記載のキ
ット。
【請求項２８】
　前記光インターフェイス部は、約１００μｍ未満の厚さを含む、請求項１３に記載のキ
ット。
【請求項２９】
　前記光インターフェイス部は、約５０μｍ未満の厚さを含む、請求項１３に記載のキッ
ト。
【請求項３０】
　前記光インターフェイス部の厚さは均一な厚さを含む、請求項１３に記載のキット。
【請求項３１】
　前記第１面は前記光センサの表面と一致し、前記第１面は前記光センサと隙間なく同一
平面となるように構成される、請求項１３に記載のキット。
【請求項３２】
　前記プローブカバーは、ポリカーボネートを含む、請求項１３に記載のキット。
【請求項３３】
　前記プローブカバーは、剛性ポリマーを含む、請求項１３に記載のキット。
【請求項３４】
　前記光インターフェイス部は、ポリカーボネートを含む、請求項１３に記載のキット。
【請求項３５】
　前記防護壁は、剛性ポリマーを含み、
　前記光インターフェイス部は、前記剛性ポリマーに比べて可撓性ポリマーを含む、請求
項１３に記載のキット。
【請求項３６】
　前記防護壁は、可撓性ポリマーを含み、
　前記光インターフェイス部は、前記可撓性ポリマーに比べて剛性ポリマーを含む、請求
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項１３に記載のキット。
【請求項３７】
　前記光インターフェイス部は、円盤形状である、請求項１３に記載のキット。
【請求項３８】
　前記円盤形状は剛性である、請求項３７に記載のキット。
【請求項３９】
　前記防護壁は、前記光センサによって出射された光エネルギーを前記プローブカバーの
前記円盤形状を通って前記組織に入らせるとともに、前記組織によって反射された光エネ
ルギーを前記プローブカバーの前記円盤形状を通って前記光センサに入らせる、請求項３
８に記載のキット。
【請求項４０】
　前記防護壁は、前記光センサによって出射された光エネルギーを前記プローブカバーの
前記光インターフェイス部を通って前記組織にに入らせるとともに、前記組織によって反
射された光エネルギーを前記プローブカバーの前記光インターフェイス部を通って前記光
センサに入らせる、請求項１３に記載のキット。
【請求項４１】
　前記プローブカバーの前記光インターフェイス部は、剛性の円盤形状である、請求項４
０に記載のプローブカバー。
【請求項４２】
　請求項１に記載のプローブカバーであって、
　前記オキシメータ装置は、
　本体部を含み、
　前記本体部は、第１側面および第２側面によって連結された前方側面および後方側面を
含み、前記プローブカバーはさらに、
　先端部を含み、
　前記先端部は、前方先端面と、底面とを含み、
　前記底面は前記前方先端面に連結され、前記底面は前記前方先端面に対して第１転回方
向に沿って第１角度で延在し、前記底面は前記オキシメータ装置のセンサヘッドを保持す
るための開口を含み、
　前記先端部はさらに、前記底面に連結された後方側面と、前記後方側面に連結された第
１指載置面と、前記第１指載置面と前記底面との間の後方先端面とを含み、
　前記第１指載置面は、前記後方側面に対して前記第１転回方向に沿って第２角度で延在
する凹面である、プローブカバー。
【請求項４３】
　前記光センサパネルの第１の材料の第１屈折率と前記オキシメータ装置のプローブ先端
の第２の材料の第２屈折率との差は、５０％未満である、請求項１に記載のプローブカバ
ー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図１は、プローブ先端を覆うように配置されたスリーブ２２０を示す。スリーブは、封
閉した本体と、開口した頂部とを有する。スリーブは、プローブ先端の底部に位置するプ
ローブ面（図示せず）を覆い、プローブ先端の長さに沿って上方に延在する。本体は、ス
リーブによって覆われたオキシメータプローブの部分と相補的な形状を有する。オキシメ
ータプローブは、開口した頂部からスリーブに挿入される。スリーブをオキシメータプロ
ーブに固定するために、開口した頂部の直ぐ下方に弾性バンド（図示せず）を配置するこ
とができる。他の固定装置、例えば、接着剤、Ｏ－リング、または他の機械装置を用いて
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、スリーブをオキシメータプローブに固定することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　図２Ａおよび２Ｂは各々、スリーブ２２０を示す斜視図および側面図である。図２Ａの
破線は、図示されたスリーブの斜視図では見えないスリーブの特徴を示している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　一実施形態において、スリーブ２２０は、オキシメータプローブの上記表面に対応する
パネルと、オキシメータプローブの輪郭および転回角度に対応する輪郭および転回角度と
を有する。具体的には、スリーブは、前方パネル７１０と、後方パネル７１５と、第１上
方側面パネル７２０と、第２上方側面パネル７２５と、第１指パネル７３０と、前方先端
パネル７３５と、底部パネル７４０と、第２指載置パネル７４５と、第１下方側面パネル
７５０と、第２下方側面パネル７５５とを含む。第１上方側面パネルおよび第１下方側面
パネルは、第１側面パネルと呼ばれることがある。第２上方側面パネルおよび第２下方側
面パネルは、第２側面パネルと呼ばれることがある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　底部パネル７４０は、比較的平坦なパネル（例えば、平面）であり、第２上方側面パネ
ル７２５および第２下方側面パネル７５５から見て、第２転回方向（例えば、矢印７６４
ｃの時計回り方向）に沿って第３転回角度７６２ｃで延在する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　第２指載置パネル７４５は、凹面パネルであり、第２上方側面パネル７２５および第２
下方側面パネル７５５から見て、底部パネル７４０に対して第２転回方向（例えば、矢印
７６４ｄの時計回り方向）に沿って第４転回角度７６２ｄで延在する。第２指載置パネル
は、オキシメータプローブが人差指に載置されている間に、使用者の中指に接触すること
ができる。凹面の第２指載置パネルは、オキシメータプローブの第２指載置表面６４５の
半径と一致するまたは適合する半径を有することができる。例えば、凹面パネルの曲率半
径は、１センチメートル（例えば、比較的大きな湾曲）から約１０メートル（例えば、比
較的小さな湾曲）までの範囲にあってもよい。代替的には、第２指載置パネルは、平面、
凸面、または上述した形状の任意の組み合わせであってもよい。オキシメータプローブの
第２指載置面６４５が凸面である場合に、凸面パネルは、第２指載置面６４５の半径と一
致するまたは適合する半径を有することができる。例えば、凸面パネルの曲率半径は、１
センチメートル（例えば、比較的大きな湾曲）から約１０メートル（例えば、比較的小さ
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な湾曲）までの範囲にあってもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　後方パネル７１５は、第２上方側面パネル７２５および第２下方側面パネル７５５から
見て、第２指載置パネル７４５に対して第２転回方向（例えば、矢印７６４ｅの時計転回
方向）に沿って第５転回角度７６２ｅで延在する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　図３は、オキシメータプローブのほぼ頂部まで延在する長さを有するスリーブ３２０の
一実施形態を示す。スリーブ３２０の下部は、上述したスリーブ２２０と同様または類似
の輪郭および転回角度を有する。また、スリーブ３２０は、シャフト６００を覆うスリー
ブ延在部（例えば、前方パネル７１０、後方パネル７１５、第１上方側面パネル７２０お
よび第２上方側面パネル７２５のスリーブ延在部）を有する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　また、スリーブ３２０は、プローブユニット１０５の全体または一部を覆う複数のパネ
ルを含む。具体的には、スリーブは、ボタンパネル７７０と、（図１には示されていない
が、参照番号７７５を有する矢印によって示された）第３側面パネル７７５と、第４側面
パネル７８０と、表示パネル７８５とを含む。ボタンパネル７７０は、比較的平坦なパネ
ルであってもよく、ボタン１２０に適応する輪郭、例えばボタン１２０の形状と相補的な
輪郭を有してもよい。ボタンパネル７７０は、凸面を介して第３側面パネル７７５に接続
され、凸面を介して第４側面パネル７８０に接続される。ボタンパネル、第３側面パネル
および第４側面パネル７８０は各々、凸面を介して表示パネル７８５に接続される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　第３側面パネル７７５は、比較的平坦な接続部を介して第１上面パネル７２０に接続さ
れ、第４側面パネル７８０は、比較的平坦な接続部を介して第２上方側面パネル７２５に
接続される。スリーブ３２０は、ディスプレイパネルの頂部、第１上方側面パネルおよび
第２上方側面パネルの頂部、および後方パネル７１５の頂部に設けられた頂部開口２２５
を含む。オキシメータプローブは、開口を通ってスリーブに挿入される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６２】
　図４は、オキシメータプローブの一部に沿って重なっている底部スリーブ３０５および
頂部スリーブ３１０の実施態様を示す。底部スリーブ３０５は、プローブ先端を覆うと共
に、プローブユニットの一部、例えばシャフト６００の全体または一部を覆うことができ
る。底部スリーブ３０５は、スリーブ２２０と同様または類似の（例えば、より長いまた
はより短い）高さを有することができる。頂部スリーブ３１０は、プローブユニット１０
５の全体または一部を覆うと共に、シャフト６００の全体または一部を覆うことができる
。頂部スリーブは、図３に示され、上記で説明したスリーブ３２０の頂部部分と同様また
は類似であってもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　これらのスリーブの一方または両方は、スリーブをオキシメータプローブに固定するた
めの弾性バンド、Ｏリング、接着剤、または他の装置を有することができる。例えば、図
示された頂部スリーブは、頂部スリーブをオキシメータプローブに固定するための弾性バ
ンド３２２を有する。オキシメータプローブをスリーブに挿入するために、頂部スリーブ
は、頂部開口３２５を含むことができる。これらのスリーブが重なることによって、オキ
シメータプローブをスリーブに容易に配置することができ、汚染物質がオキシメータプロ
ーブに接触することを防止すると共に、オキシメータプローブの再使用を容易にすること
ができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　スリーブ８２０は、スリーブ２２０と同様の形状または異なる形状を有することができ
る。代わりに、スリーブ８２０は、スリーブ２２０とは異なる形状を有することができる
。例えば、スリーブ２２０およびスリーブ８２０の１つ以上のパネルの輪郭（例えば、凹
面パネル、凸面パネル、凹面パネル接続部、および凸面パネル接続部）は、同様であって
もよく、類似であってもよく、異なってもよい。また、スリーブ８２０の転回角度は、ス
リーブ２２０の転回角度と同様であってもよく、異なってもよい。例えば、第１指載置パ
ネルと前方側面パネルとの間の第１転回角度は、同様であってもよく、異なってもよい（
例えば、スリーブ８２０の方が大きい）。また、前方先端パネルと第１指載置パネルとの
間の第２転回角度は、同様であってもよく、異なってもよい（例えば、スリーブ８２０の
方が大きい）。底部パネルと第２前方先端パネルとの間の第３転回角度は、同様であって
もよく、異なってもよい（例えば、スリーブ８２０の方が小さい）。第２指載置パネルと
底部パネルとの間の第４転回角度は、同様であってもよく、異なってもよい（例えば、ス
リーブ８２０の方が大きい）。後方パネルと第２指載置パネルとの間の第５転回角度は、
同様であってもよく、異なってもよい（例えば、スリーブ８２０の方が大きい）。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
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　スリーブ８２０は、スリーブをオキシメータプローブに固定するための取付装置８３５
を含むことができる。装置８３５は、Ｏリング装置、接着剤、（例えば、オキシメータプ
ローブのシャフトに形成された相補形状を有するトレンチと噛み合う）凸起または隆起、
（例えば、シャフトに形成された相補形状を有する隆起と噛み合う）トレンチ、または他
の装置、またはこれらの装置の任意の組み合わせであってもよい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　スリーブ９２０は、スリーブをオキシメータプローブ８０１に接着するための装置９３
５を含む。装置９３５は、オキシメータプローブの磁性材料（例えば、強磁性材料または
永久磁石）に磁気的に連結する磁石であってもよく、またはオキシメータプローブは、ス
リーブの磁性材料に磁気的に連結する磁石を有してもよい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　一実施形態において、下部スリーブ１２３３は、スリーブ２２０と同様または類似のパ
ネルを含む。例えば、下部スリーブ１２３３は、前方パネル１２１０と、（図１２には示
されていないが、参照番号１２１５を有する矢印によって示された）後方パネル１２１５
と、（図１２には示されていないが、参照番号１２２２を有する矢印によって示された）
第１上方側面パネル１２２２と、第２上方側面パネル１２２５と、第１指パネル１２３０
と、前方頂部パネル１２３５と、（図１２には示されていないが、参照番号１２４０を有
する矢印によって示された）底部パネル１２４０と、（図１２には示されていないが、参
照番号１２４５を有する矢印によって示された）第２指載置パネル１２４５と、第１下方
側面パネル１２５０と、第２下方側面パネル１２５５とを含むことができる。第１上方側
面パネルおよび第１下方側面パネルは、第１側面パネルと呼ばれることがある。第２上方
側面パネルおよび第２下方側面パネルは、第２側面パネルと呼ばれることがある。下部ス
リーブ１２３３のパネルは、上述したスリーブ２２０と同様、類似または異なる輪郭およ
び転回角度を有することができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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